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行動原理に従い刑罰と治療を言い渡す仮想対応 

下総精神医療センター 
薬物依存治療部長 平井愼二 

 
 この研修会への参加者は、検察官、弁護人、裁判官、保護観察官、医師、回復支援施

設職員、生活保護担当課職員などの対応する側の役、また、反復傾向のある違法行為を

行う者という対応される側の役になり、次に示す仮想の状況と社会制度に従って、模擬

裁判を展開する。 

 

仮想の状況と社会制度 

 

１．反復する同一違法行為に関する社会の仮想状況 

１）ヒトの行動の中枢は第一信号系と第二信号系の２つであり、第一信号系の過作動

で生じる逸脱行為は治療可能であることが一般的な知識となっている。 
２）条件反射制御法や生活訓練を提供する施設が十分にあり、そのことが広く一般的

に知られており、また、それらの施設に容易に連絡が可能であり、利用しやすい。 
３）取締処分側と援助側の専門職は、自領域の機能を発揮しながら、多領域の機能に

期待し利用する方法を習得し、実行している。 
 
２．仮想の法の基本 

次の違法行為治療法と違法行為処罰法が制定され、公布され、施行されている。 
１）違法行為治療法は、違法行為の成立に第一信号系の過作動が関与する疾病状態に

至った者について、次を規定している。 
①本人はその疾病に対する治療や訓練を受けるなど、具体的な方策をとる義務を負う。

この義務の違反を生じさせた第二信号系による不作為には刑罰が与えられる。 
②対応する者は職務の特徴に従い、上記の疾病状態に対して適切な治療、訓練を円滑

に提供する義務を負う。この義務の違反には行政処分が与えられる。 
２）違法行為処罰法は、検挙した者の第二信号系における次に示す精神活動には刑罰

と教育で対応することを規定している。 
①検挙された違法行為をその時点で促進した第二信号系の作用 
②検挙された違法行為の進行にその時点で可能な抵抗を怠った第二信号系の作用 
 
３．各領域の態勢 
１）治療体系（医療・福祉・教育機関等）の職員は違法行為治療法と違法行為処罰法

に従い、反復傾向のあるその違法行為に対して、次のように対応することを基本方

針とする通達が政府から出された。 
①反復傾向のある違法行為を犯した者への対応において、既遂の違法行為は自発的に

通報せず、第一信号系を焦点とする治療を含む働きかけを優先する。 
②第二信号系に対しては取締側職員が参加する処遇を展開するよう努める。 
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２）司法体系の職員は違法行為治療法と違法行為処罰法に従い、反復傾向のあるその

違法行為に対して、次のように対応することが規定されている。

①検挙した違法行為の成立機序を把握し、第一信号系においてその行為を促進する神

経活動に対応する治療と訓練を言い渡し、また、第二信号系が同一行為の発現を抑

制するための治療や訓練を選択しなかったこと、並びに事件時の違法行為の発現を

促進したこと、あるいは許したことに対応する刑罰と教育を言い渡す。

②処遇においては、言い渡された治療と訓練、刑罰、教育が実施されていることを観

察し、違反者には刑罰を与える。

４．模擬裁判の進め方 

起訴と申立てで挙げられた検討事項に同一の法曹等が対応する。 

１）検察官は、送致された事件の成立に関して各信号系の関与を把握し、第二信号系

には起訴を、並びに第一信号系には治療や訓練の内容や期間を検討するべきである旨

の申立てをする（逮捕から判決確定までの図）。

この業務に関して、前もって精神医学の専門家に被告人の情報を与え、面接させる

などして、その意見を受けることができる。

２）検察官が上記の申立をしないとき、弁護人は、事件の成立に関して疾病に基づく

と考える部分に対して、違法行為治療法に基づき治療や訓練の内容や期間を検討す

るべきである旨の申立てができる。

３）検察官あるいは弁護人の申立てを受けて、裁判官は判定医を任命し、多職種の合

議を複数回開催する。参加者は裁判官、検察官、弁護人、判定医、並びに、裁判官

が招聘した治療や訓練、観察に関わる者などとする。

４）検察官と弁護人は治療計画を裁判官に提出し、裁判はそれを材料にして検討をす

る。

５）違法行為成立にかかわった第二信号系には刑罰と教育を与える。

前出の２．仮想の法の基本の１）の①および２）の①と②が対象になる。

６）違法行為成立に関わった第一信号系には治療と訓練を強制する。

前出の２．仮想の法の基本の１）の②に従う。次の機序で第一信号系が違法行為成

立にかかわるので、それらに対応する治療と訓練を強制する。

ⅰ）違法行為を促進する反射連鎖が強ければ、再発しやすい。

ⅱ）社会生活を自立して規則的に過ごす能力や問題を解決する能力が乏しければ、軽

微なストレスに反応し、第一信号系は生きる方向に作動し、過去に反復して作動し

た反射連鎖が作動しやすい。従って、社会適応性が不良であれば、被告人のもつ違

法行為を促進する反射連鎖が作動しやすい。

５．裁判で言い渡された処遇の進め方

社会内での治療や訓練、観察が言い渡された者は、保護観察の対象とする。 

矯正施設内でも適切な治療や訓練を提供する。

https://shimofusa.hosp.go.jp/training/yakubutu/no11/no11_system_chart.pdf

